
大手通販サイトで大人気
美味さを追求した本格餃子

株式会社 テンジョイ

素材・味への並々ならぬこだわりが、
年間100万個を売り上げる
餃子を作り上げた。

転機をチャンスに変えて
 由利本荘市の国道７号線沿いに店舗を構える、中華そ
ばの店「奥州ラーメン」。外川天平社長が、昭和55年創
業の店を受け継いだのは平成19年のことだった。それか
ら間もなく、岩城―本荘間の無料区間の高速道路が完
成し、店前の交通量は激減。客足も遠のき、経営状況も
悪化する。
 このピンチに、起死回生をかけて外川さんが取り組んだ
のが、餃子のネット販売だった。創業当時から人気の
あった餃子をベースに、高級唐辛子を皮に練り込んだ
「情熱の赤餃子」、あきたこまちの米粉を使用した「至
福の白餃子」の２種の餃子を売り出した。国産小麦粉
100％の手作りの皮に、厳選した国産素材を組み合わせ
た具の織りなす絶妙な味わい。見た目のインパクトもさ
ることながら、何よりも確かなその味で、紅白餃子は大
手通販サイト「楽天市場」でもランキング１位に輝くほど
の人気商品に。テレビや雑誌などで取り上げられること
も増え、餃子の通信販売「餃子の餃天」としての店名が
多くの人の知るところとなる。

催事イベントへの出店を機に、首都圏に進出
　最近では百貨店などで行われる催事への出展も盛ん
に行っている。実演販売に加え、試食にも重点を置き、
「普段聞くことのできない何百・何千というお客さんの生

の声」を集めてきた。その声は、そのままダイレクトに商品
へと活かす。より美味さを追求する真摯な姿勢が、リピー
ター確保へとつながっていく。
　そんな折、東京の老舗百貨店から「秋田の隠れた名
産品を使った、新商品を出品しないか」と声がかかる。そ
こで目をつけたのは、秋田蕗。それも食用として流通して
いる茎ではなく、栄養価が高いながらも独特の苦みやえ
ぐみによって、食用にされてこなかった葉の部分だった。
試行錯誤の末、目にも鮮やかな「新緑のふき餃子」が誕
生した。

秋田の食材を活かした新商品開発
　「一番大変なのは商品の試作段階」と言う外川社長。
新商品の開発は、納得のいくまで改良に改良を重ねる。
国産素材、化学調味料無添加にこだわる分、コストも割
高に。そこで利用したのが「あきた企業応援ファンド事
業」。開発した秋田由利牛・比内地鶏使用の餃子は今秋
からの販売が決定。めでたい紅白の餃子に、全国に名だ
たるブランド価値を付加することで、カタログなどのギフ
ト展開にも力を注ぐ。また、８月には秋田市広面に「餃子
の餃天」の名で２店舗目をオープン。「より多くの人に、こ
だわりの餃子を食べてほしい」。醤油や日本酒などの調
味料も県産品にこだわり、秋田の素材がふんだんに入っ
た餃子には、地元への思いがぎっしりと詰まっている。
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http://www.rakuten.co.jp/gyouza-gyouten/
今年８月にオープンした広面店。大手通販サ

イトで大人気の紅白餃子もこちらで食べる

ことが出来る。

更なる新商品開発に取り組む外川天平社長。秋

田由利牛・比内地鶏使用の餃子を今秋から販

売。

秋田蕗の栄養価の高い葉の部分を皮に練り込

んだ「新緑のふき餃子」。繁忙期には数ヶ月待ち

になるほど。

あきた企業活性化センター／
設備貸与・応援ファンド担当（018-860-5702）まで。お問い合わせ

地域資源を活用した県内企業や経営革新の承認を受けた県内企業の新商品開
発等の取組を支援します。

経営上のあらゆる悩みに対応
　秋田県内の中小企業が抱える経営上のあらゆる相談
に応じる「秋田県よろず支援拠点」は、コーディネーター
をはじめとする専門スタッフが、売上拡大や経営改善な
ど幅広い悩みに対応し、継続的フォローアップを行って
いる。
　秋田市の事務所に専門スタッフが常駐するほか、秋田
市と横手市で巡回相談を行い、さらに大館と湯沢で月２
回ずつ開催するのがサテライト。経営上のあらゆる悩み
の解決のためのファーストステップとして、「よろず支援拠
点」を積極的にご利用いただきたい。
　サテライト湯沢を担当する樋渡忍サブコーディネーター
は、「経営上の問題を抱えている場合はもちろんですが、
社業の近況報告をするような感覚での利用でもいいと
思っています。話し合いをしているうちに解決すべき課題
が見つかることもあります」と、話している。
　サテライト湯沢で、実際に樋渡サブコーディネーターに
経営相談した事業者の声を聞いた。

 成果が出るまで相談でき、心強い
    稲庭うどん しゅんぞう堂　髙橋 栄さん

　私は、稲庭うどんの生うどん製造を家業にしている父の
元で製造及び営業を担当しています。サテライト湯沢には
何度も出向いて樋渡サブコーディネーターのアドバイスを
受けています。
　最初は単に売り上げを増やしたいという相談でたずねま
したが、「自社の売りが何で、誰を顧客に想定していて、今
までどういう売り方をしていたか」をひとつひとつ整理して
考えるようにアドバイスを受けました。それを参考に改善し
てみて、次の相談日に経過報告をして、さらに次の段階を
模索します。お陰様で、実際に売り上げも伸びてきました。
成果が現われるまで継続的に相談に乗ってもらえるので
大変心強く思っています。

何度も話し合いを重ね、
解決の道を探る

サテライト湯 沢

秋田県内の中小企 業・
小規模 事業者が 抱える経 営上の 悩みを
専門スタッフと共に解決 。

今回の相談者「稲庭うどん しゅんぞう堂」の

高橋栄さん。相談には何度も出向いている。

秋田県よろず支援拠点
サテライト湯沢
日時：毎月第２・第４金曜日
　 　10：00～15：30
会場：湯沢市役所２F
　　　（21相談室を使用）

樋渡忍サブコーディネーター。経営上の悩みを

共に解決へと導く。

センター活用事例
あきた企業
応援ファンド事業

■得意分野…原価管理、経営改善、売上拡大
建設分野で経営改善を得意とする。特に原価管理（工程管理・実行予
算）による実績多数。丁寧な対応とフォローアップには定評あり。一方、
小売業、飲食店への販売促進策による売り上げ拡大支援にも実績あり。

サブコーディネーター　樋渡　忍（樋渡サポートサービス代表）

センター活用事例
秋田県よろず支援拠点 あきた企業活性化センター／

秋田県よろず支援拠点（018-860-5605）まで。お問い合わせ

秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、売上拡大、
経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応します。コーディネーター
を中心とする専門スタッフが適切な解決方法を提案します。

事業者の
声

秋田県よろず支援 拠点
[秋田市]

秋田県庁第二庁舎２階
実施日時／月曜～金曜（土日祝を除く）
　　　　　8：30～12：00、13：00～17：15 

サテライト大館
[ 大 館市]秋田県よろず支 援 拠点 巡回相談／秋田市
大館市役所  本庁舎１階（年金相談所）
実施日時／毎月第２・第４金曜日
　　　　　10：00～15：30

秋田市役所 山王別館（第一会議室を使用）
実施日時／毎月第２水曜日
　　　　　10:00～15:30

巡回相談／横手市
よねやＭＧビル２階（Ｂizサポートよこてを使用）
実施日時／毎月第１・第３木曜日
　　　　　10:00～15:30

[岩城町店] 〒018-1305
　　   　　 由利本荘市岩城二古字草刈道17-1
　　   　　 Tel & Fax. 0184‐73‐3988
[広 面 店] 〒010-0041 
　　   　　 秋田市広面字蓮沼90-1
　　   　　 Tel. 018-831-6788
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